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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
に
向
け

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

シ
リ
ー
ズ�

市
の
情
報
化
計
画�

3

　

市
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
未
整

備
地
域
で
あ
る
川
上
・
備
中
地
域
で
、

今
後
の
整
備
方
針
等
に
つ
い
て
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
町
内
会
長
等
を
対
象

に　

月
７
日
、　

日
に
開
催
し
、
１

１１

１５

５
６
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
説
明
会
で
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
や

質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
整

備
さ
れ
、
加
入
す
る
と
す

れ
ば
、
加
入
負
担
金
や
利
用
料
金
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
で
す
か
。

　

現
在
、
放
送
事
業
者
と

市
直
営
の
な
り
わ
ビ
ジ
ョ
ン

に
よ
り
、
別
々
に
情
報
発
信
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
の
一
元
化
を
目
指
し
放

送
事
業
者
に
委
託
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
ま
す
。
料
金
等
は
、
こ
の
事
業

者
と
の
協
議
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
関
心
度
の
高
い
利
用
料

金
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
一
定

の
目
安
と
な
る
料
金
案
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
テ

レ
ビ
共
聴
組
合
で
の
整
備
が
安
い
と

聞
き
ま
し
た
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
利
点
は
。

　

テ
レ
ビ
共
聴
組
合
の
整

備
が
安
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
。ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
行
政
情
報

や
議
会
中
継
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

地
域
の
お
知
ら
せ
・
話
題
な
ど
の
番

組
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
利
用
料
金
が
安
い

Ｉ
Ｐ
電
話
に
加
入
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
整
備

さ
れ
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
対
応

テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
し
な
く
て

も
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
え
ま
す
か
。

　

直
接
ア
ン
テ
ナ
で
受
信

し
て
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
加
入
す
る
場
合
で
も
、
デ
ジ
タ
ル

対
応
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
必
要
が
あ
り
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
は

テ
レ
ビ
１
台
に
つ
き
１
台
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
は
、

２
０
１
１
年
７
月　

日
で
す
の
で
、

２４

そ
れ
ま
で
は
今
の
テ
レ
ビ
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

情
報
化
計
画
の
説
明
会
は
、今
後

も
要
請
が
あ
れ
ば
出
向
い
て
行
い
ま

す
。ま
た
、地
域
情
報
化
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
市
内
全
域（
対
象

１
０
０
０
人
）で
行
う
と
と
も
に
、ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
未
整
備
地
域（
川
上
・

備
中
地
域
）に
対
し
て
も
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
対
象
４
０
０
人
）を
行
い
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
の
意
見
等
を
参
考
に
し
て

「
市
の
情
報
化
計
画
」を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
情
報
係

（
�
�
０
２
１
０
）

QA

QAQ

A

　

吉
岡
銅
山
関
連
遺
産
で
あ
る「 
笹 

さ
さ

 
畝 
坑
道（
成
羽
町
中
野
）」、「
吉
岡
銅

う
ね山

遺
跡（
同
坂
本
）」、「
ベ
ン
ガ
ラ
館

（
同
吹
屋
）」が「
近
代
化
産
業
遺
産
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
経
済
産
業
省
が
幕
末
か

ら
終
戦
に
か
け
て
、
日
本
の
産
業
発

展
に
貢
献
し
た
と
し
て
全
国
で
５

７
５
件
を
認
定
し
た
う
ち
の
一
つ
。

　

笹
畝
坑
道
や
沈
殿
槽
な
ど
の
遺

跡
が
残
る
吉
岡
銅
山
は
、
い
ち
早
く

近
代
技
術
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
や
、

吹
屋
で
は
ベ
ン
ガ
ラ
で
彩
ら
れ
た

独
特
の
町
並
み
が
形
成
さ
れ
た
点

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
市
の
犬

島
精
錬
所
や
愛
媛
県
の
別
子
銅
山

跡
と
合
わ
せ
て
「
地
域
と
さ
ま
ざ
ま

な
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
わ
が

国
の
銅
生
産
を
支
え
た
瀬
戸
内
の

銅
山
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産

業
遺
産
群
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
観

光
係
（
�
�
０
２
１
７
）

「
近
代
化
産
業
遺
産
」

に
認
定

吉岡銅山吉岡銅山

甘利経産相から認定証を受け取る
秋岡市長（１１月３０日、横浜レンガ倉庫）
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そ
の
�　

 
特
別
徴
収
の
対
象
者　

　

世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
世
帯
の
世
帯

６５

７５

主（
擬
制
世
帯
主　

を
除
く
）で
あ
っ

（注）

て（
表
①
）、
次
の
①
、
②
の
条
件
を

と
も
に
満
た
す
場
合
は
、
原
則
と
し

て
国
民
健
康
保
険
税
は
年
金
か
ら
の

天
引
き
と
な
り
ま
す
。

�
年
額　

万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

１８

し
て
い
る
場
合
（
担
保
に
供
し
て

い
る
場
合
等
を
除
く
）。

�
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

の
合
算
額
が
、
年
金
受
給
額
の
２

分
の
１
未
満
の
場
合
。

　

そ
れ
以
外
の
人
は
、
今
ま
で
ど
お

り
普
通
徴
収
（
現
金
や
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
）
で
す
。

※
被
保
険
者
の
資
格
喪
失
や
所
得
更

正
等
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
が
減

額
と
な
る
場
合
や
、
特
別
徴
収
の
介

護
保
険
料
が
普
通
徴
収
に
な
る
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

が
普
通
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
が
年
度

途
中
で
増
額
と
な
る
場
合
は
、
増
額

分
の
み
普
通
徴
収
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

擬
制
世
帯
主
…
国
民
健
康
保
険
の

（注）
　

被
保
険
者
で
な
い
世
帯
主

 
対
象
と
な
る
年
金

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
は
、

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
で
、
受
給
額
が
年
額　
１８

万
円
以
上
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
場
合
は
、
年
金
保
険
者
に
よ
っ

て
次
の
優
先
順
位
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。

１
・ 

社
会
保
険
庁

２
・ 

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

３
・ 

日
本
私
学
振
興
・
共
済
事
業
団

４
・ 

地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

■
問
い
合
わ
せ　

保
険
課
健
康
保
険

係
（
�
�
０
２
５
８
）

　

先
月
号
で
は
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢
者

７５

医
療
制
度
」
の
保
険
料
と
徴
収
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る　

歳
以
上
の
世
帯

２０

６５

主
に
つ
い
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

始
ま
り
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
そ
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら

２０
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

 

医
療
制
度
改
正

　平成２０年４月から、７０歳から７４歳

の人の医療費窓口負担が「２割」負

担に見直される予定でしたが、平

成２０年４月から平成２１年３月までの

１年間は現行の「１割」負担に据え

置かれることになりました。

※すでに「３割」負担している人

（現役並み所得者）や、一定の障害

があり認定を受け後期高齢者医療

制度の対象となる人は除きます。

７０歳から７４歳の人の
医療費窓口負担の
見直しについて

表①　特別徴収・普通徴収の判定例 （いずれの例も世帯主は夫）

特別徴収夫７２歳（国保）・妻６８歳（国保）例１

普通徴収夫７２歳（国保）・妻６３歳（国保）例２

普通徴収夫７８歳（後期高齢）※・妻６８歳（国保）例３

普通徴収夫７２歳（社保）※・妻６８歳（国保）例４

普通徴収
夫７２歳（国保）・妻６８歳（国保）・

子４０歳（国保）
例５

特別徴収
夫７２歳（国保）・妻６８歳（国保）・

子４０歳（社保）
例６

※は擬制世帯主


